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音
楽
が
政
治
的
だ
と
語
ら
れ
る
と
き

|
|
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
先
行
研
究
の

〈
要
旨
〉

本
稿
は
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
の
「
政
治
的
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
」
と
し
て
知
ら
れ
る
「
チ
ム

レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
い
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
こ
の
音
楽
に
つ
い
て
の

新
た
な
研
究
方
法
を
模
索
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
般
に
「
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
は
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
独
立
闘
争
の
激
化
と

と
も
に
進
国
以
し
、
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
士
気
を
鼓
舞
し
、
人
び
と
の
迷
帯
を
強
め
る
な
ど
の

政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
、
と
一
言
わ
れ
る
。
「
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
は
、

解
放
組
織
と
密
接
に
関
わ
り
を
も
つ
も
の

(
N
C
M
)
と
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
も
の

(
P
C
M
)
と
の
ニ
つ
が
あ
る
。

N
C
M

は
、
お

も
に
夜
通
し
お
こ
な
わ
れ
る
政
治
集
会
で
合
唱
さ
れ
だ
り
ラ
ジ
オ
の
地
下
放
送
で
流
さ

れ
る
な
ど
し
、
歌
一
一
制
に
明
確
な
政
治
的
内
容
が
明
確
にA泊
ま
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

る
。
一
方
、
P
C
M

は
、
国
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
、
そ
の
歌
詞

の
内
容
は
媛
妹
で
、
不
明
瞭
で
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
関
す
る
多
く
の
先
行
研
究
で
は
、

P
C
M

に
対
し

て
N
C
M

と
同
様
の
政
治
的
説
明
を
与
え
て
き
た
が
、
近
年
、
従
来
の
政
治
的
説
明
に

考
察
i
i

早
川

真
悠

対
し
て
即
時
論
を
と
な
え
る
研
究
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究

に
よ
る
政
治
的
説
明
お
よ
び
非
政
治
的
な
説
明
を
考
察
・
殺
現
し
た
う
え
で
、
音
楽
が

人
び
と
の
政
治
的
解
釈
を
返
し
て
い
か
に
政
治
化
さ
れ
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
震
安

だ
と
結
論

P

つ
け
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

ジ
ン
パ
。
フ
エ

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽

政
治
的
解
釈

ト

i

マ
ス
・
マ
プ
フ

i
モ
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は
じ
め
に

白
人
少
数
支
配
体
制
を
維
持
し
て
い
た
南
部
ア
フ
リ
カ
の
国
家
ロ
ー
デ
シ
ア

は

九
八
O
年
、
多
数
派
黒
人
が
実
権
を
握
る
新
国
家
ジ
ン
パ
ブ
エ
と
し
て

独
立
、
再
出
発
し
た
。
解
放
闘
争
は
、
十
九
世
紀
末
の
植
民
地
支
配
に
対
す
る

初
期
抵
抗
に
ち
な
ん
で
「
第
二
次
チ
ム
レ
ン
ガ
」
と
呼
ば
れ
た
。
「
チ
ム
レ
ン

ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
(
与
凡
さ
む
可
室
内

b
s
c
a
n
)と
は
、

こ
の
解
放
闘
争
と
深

く
か
か
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
音
楽
の
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
l

ジ
ッ
ク
の
研
究
で
は
、
解
放
闘
争
と
の
関
連
を
強
調
し
、
こ
の
苦
楽
が
果
た
す

政
治
的
役
割
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
近
に
な
っ
て
、
こ
の

音
楽
と
解
放
闘
争
と
の
関
連
を
見
な
お
し
、
そ
の
政
治
性
を
否
定
す
る
研
究
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ナ

i

ジ
ッ
ク
の
政
治

性
に
焦
点
を
お
い
て
、
先
行
研
究
の
議
論
を
考
祭
・
整
理
し
、
新
た
な
研
究
方

法
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

ア
フ
リ
カ
社
会
を
対
象
と
す
る
人
類
学
諸
分
野
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
古
典
的
な
例
で
は
、

レ
ン
ジ
ャ
!
門
知
白
ロ
m
R
-
司
、
可
凶
}

が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
を
中
心
と
す
る
東
ア
フ
リ
カ
一
帯
に
見
ら
れ
る
ダ
ン
ス
「
ベ

(
ぬ
き
ケ
ミ
喝
さ
む
と
を
め
ぐ
る
社
会
史
を
描
き
、

人
文
化
の
模
倣
と
し
て
片
付
け
ら
れ
が
ち
な
こ
の
、
ダ
ン
ス
に
、

ニ
・
ン
。
コ
マ

一
見
す
る
と
自

ア
フ
リ
カ
民
衆

自
身
に
よ
る
文
化
の
維
持
と
発
践
を
見
出
し
た
。
ま
た
、

コ
。
フ
叩
フ
ン
[
向
。
…

u
gロ

日
甲
∞
凶
〕
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
田
闘
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
苦
楽
に
焦
点
を
当
て
て
同
じ

く
社
会
史
を
描
き
、
都
市
化
や
階
級
社
会
と
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
誕
生
・
発
躍

と
の
結
び
つ
き
を
示
し
、
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
社
会
的
対
話
の
可
能

220 

性
を
指
摘
し
た
。
パ
l

パ
l
[
切
血
号2
3
S

二
志
、
品
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
文
化
を
扱
っ
た
研
究
を
網
羅
的
に
レ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、

ア
フ
リ

カ
ン
・
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
カ
ル
チ
ャ
ー
』
と
題
し
た
論
文
集
を
編
著
し
、
ポ
ピ
ュ

ラ
i

文
化
研
究
の
意
義
を
説
い
て
い
る
。

パ
!
パ
!
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
を
研
究
す
る
意
義
の

っ
と
し
て
、

見

す
る
と
保
守
的
で
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
見
え
る
臼
常
的
娯
楽
が
、
人
び
と
の
革

新
的
行
為
を
導
く
可
能
性
を
挙
げ
て
い
る
。
彼
女
に
と
っ
て
は
、
た
と
え
ポ
ピ
ュ

ラ
i

文
化
が
支
配
者
か
ら
績
え
つ
け
ら
れ
た
「
虚
偽
意
識
」
の
反
映
で
あ
ろ
う

と
、
「
彼
ら
の
意
識
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
」
く
、
「
そ
れ
ら
は
、
現
状
の

批
判
や
隠
し
立
て
か
も
し
れ
な
い
」
の
で
あ
る
吉
田
号
向
日
申
告
一
∞
(
強
調
は

原
文
〉
〕
。

パ
!
パ
!
の
主
張
は
、
ジ
ャ
ズ
の
反
抗
的
性
質
を
否
定
す
る
ア
ド
ル
ノ
の
主

張
と
完
全
に
対
立
す
る
。

ア
ド
ル
ノ
は
、
「
ジ
ャ
ズ
の
う
ち
の

に
お
え
な
い

野
性
が
最
初
か
ら
厳
格
な
図
式
に
は
め
込
ま
れ
」
、
「
自
由
な
フ
レ
ー
ズ
」
と
さ

れ
る
部
興
演
奏
も
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
た
流
行
歌
の
反
復
に
す
ぎ
な
い
と
し
、

ジ
ャ
ズ
に
根
源
的
人
間
性
の
爆
発
や
反
抗
的
態
度
の
表
出
を
読
み
と
る
一
般
的

批
評
を
攻
撃
し
た
{
ア
ド
ル
ノ
3

ま
い
コ
寸
]
。

パ
!
パ
!
も
ア
ド
ル
ノ
も
、
と
も
に
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
の
革
新
性
や
反
抗
的

性
質
を
問
題
化
し
て
い
る
。
図
式
化
し
て
言
え
ば
、
パ
!
パ
i

は
あ
る
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
文
化
が
革
新
的
だ
と
評
価
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
革
新
的
で
あ
る

ん
」1し
、

ア
ド
ル
ノ
は
ジ
ャ
ズ
が
皮
抗
的
だ
と
批
評
さ
れ
て
い
て
も
反
抗
的
で
は



な
い
と
を
口
う
。

本
稿
で
重
要
と
考
え
る
の
は
、
パ

i

パ
ー
が
軽
視
し
ア
ド
ル
ノ
が
敵
視
し

た
、
音
楽
に
対
す
る
一
般
的
見
解
で
あ
る
。
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、

た
と
え
そ
の
音
楽
に
政
治
的
性
質
が
確
認
で
き
な
く
て
も
、
一
般
的
に
政
治
的

だ
と
見
な
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
、
政
治
的
な
の
で
あ
る
。

序
節

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
は

序

地
問
恩
民
2

ア
フ
リ
カ
の
構
民
地
が
次
々
と
独
立
を
果
た
し
た
一
九
六

0
年
代
、
イ
ギ
リ

ス
に
よ
る
植
民
地
支
配
が
続
け
ら
れ
て
い
た
南
ロ
ー
デ
シ
ア
で
は
、

ロ
i

デ

シ
ア
戦
線
」
(
E
6仏
目
的
一
言
明
円
。
良
一
初
旬
)
に
よ
る
白
人
右
派
政
権
が
誕
生
し
、

白
人
少
数
支
配
の
存
続
の
た
め
、
黒
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
弾
圧
が
一
層
強

め
ら
れ
た

O
R
F

政
権
は
、
白
人
少
数
支
配
体
制
を
維
持
し
た
ま
ま
イ
ギ
リ
ス

か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
が
、

一
九
六
五
年
、
そ
れ
ま
で
の
対
英
独
立

交
渉
を
叡
止
め
、
「
一
方
的
独
立
寧
一
一
一
口
」

(
C口
口
氏m
E
o
s
-
R
住
吉
丸
山
注
目
苦

a
g
n
m
一
U
D
I
)
を
強
行
し
た
。
し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
、
国
連
は
こ
れ
を
認

め
ず
、
経
済
制
裁
な
ど
の
措
罷
を
と
っ
た
。

非
合
法
化
に
よ
り
国
外
に
活
動
の
拠
点
を
お
い
て
い
た
黒
人
解
放
組
織

Z
A

N
U

〈
ジ
ン
パ
ブ
エ
ア
フ
リ
カ
民
族
同
盟
〉
お
よ
び
Z
A
P
U

〈
ジ
ン
パ
ブ
エ

ア
フ
リ
カ
人
民
間
盟
〉
は
、
U
D
l

を
契
機
と
し
て
、
ゲ
リ
ラ
活
動
に
よ
る
武

力
闘
争
を
開
始
す
る
。
ゲ
リ
ラ
活
動
は
、
モ
ザ
ン
ビ
1

ク
や
ザ
ン
ビ
ア
に
設
置

さ
れ
た
ゲ
リ
ラ
・
キ
ャ
ン
プ
を
拠
点
に
ジ
ン
パ
ブ
エ
北
東
部
か
ら
北
西
部
に
お

い
て
盟
関
さ
れ
、
全
面
的
な
武
力
構
突
の
回
避
と
と
も
に
地
域
住
民
の
政
治
教

育
が
戦
略
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
解
放
闘
争
は
、
一
九
七
二
年
ご
ろ
か
ら
活
発

化
し
、

一
九
七
六
年
に
Z
A
N
U

と

Z
A
P
U

が
連
合
組
織
「
愛
国
戦
線
」

(
H
M
阻
ま
o
宏
司

g
六

D
l
p
)を
結
成
し
た
こ
と
で
さ
ら
に
激
化
し
た
。
正
確
な

数
字
は
.
不
明
で
あ
る
が
、一
九
七
八
年
の
Z
A
N
U

お
よ
び
Z
A
P

む
の
閣
内

一O
、

0
0
0
人
で
、

ゲ
リ
ラ
実
戦
部
離
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
三
、

0
0
0
入
、

一
九
七
八
年
四
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で
の
九
カ
月
間
に
、
六
、
0
0
0
人

の
ゲ
リ
ラ
兵
士
が
死
亡
し
た
と
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
る
。ロ
ー
デ
シ
ア

の

被

一
方
、

害
は
、

、

0
0
0
人
以
上
の
死
亡
が
あ
っ
た

一
九
七
九
年
半
ば
ま
で
に

[
〉
鬼
門
。
項
目
唱
∞
同
一
】
凶
ニ
。

一
九
七
九
年
、
「
ロ
ー
デ
シ
ア
問
題
」
の
国
内
解
決
に
向
け
て
、
黒
人
穏
健

派
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
を
首
相
と
す
る
「
ジ
ン
パ
ブ
エ
H
ロ
ー
デ
シ
ア
」
が
、
黒

人
を
含
む

人
一
票
制
の
総
選
挙
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
が
、
白
人
の
既
得
権

を
大
幅
に
認
め
た
こ
の
盟
家
は
、
P
F

お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
、
間
四
連
、
そ
の
他
の

諸
国
に
拒
否
さ
れ
、
武
力
罰
争
の
終
結
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
翌

一
九
八
O
年
、
再
び
総
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
、
問
調
は
黒
人
多
数
支
配
の
国

家
「
ジ
ン
パ
ブ
エ
共
和
国
い
と
し
て
独
立
し
た
。

な
お
、
当
時
(
一
九
七
一
一
一
年
)

〈
当
時
ロ
ー
デ
シ
ア
)
の
人

の
ジ
ン
パ
。
フ
エ

撞
構
成
は
、
全
人
口
五
八
九
万
人
に
対
し
、
白
人
ニ
七
万
人
(
四
・
六
%
)
、

黒
人
五
五
九
万
人
(
九
四
・
九
%
)
、
カ
ラ
ー
ド
(
混
血
)
二
万
一
一
一
、0
0

O
人

(
0
・
二
%
)
、
ア
ジ
ア
人
は
八
、

0
0
0
人

(
0
・
一
%
)
で
、
黒
人

の
う
ち
八
割
が
シ
ョ
ナ
人
で
あ
っ
た
{
墨
・
林
H
3
∞
L
M
a
ぷ
。
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序

類
型

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
大
き
く
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る

[
唱
。
ロ
関
委

S
F
S

∞M
一
認
。0
5
3

甲
山
山
叶
ロ
ロ
ロ
。
M
C
C
C
]

。

解
放
組
織
の
活
動
と
密
接
に
関
わ
り
を
も
ち
、
お
も
に
掴
外
で
唱
歌
・
放
送
さ

一
つ
は
ゲ
リ
ラ
部
隊
や

れ
た
も
の
、
も
う

つ
は
都
市
の
音
楽
シ
l

ン
か
ら
誕
生
し
、
国
内
で
展
開
し

た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
苦
楽
で
あ
る

2
0

本
稿
で
は
、
前
者
を

N
C
M
(
ロ
怠
8
即
日
吉
田
ゅ

n
p凡
さ
刷
、
可
町
、
叫
内

h
H
窓
口
出
仙
の
)
、
後
者
を

P
C
M
M

(
}
u
o

℃
ロ
山
田
吋
田
口
広
仲
間
門
知

H凡
さ
む
可
間
活
向
む

5
5
F
n
)と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
す

}
O

N
C
M

は
、
Z
A
N
U

お
よ
び
Z
A
P
U

に
よ
る
動
員
政
策
の
一
環
と
し
て

考
案
さ
れ
、

ゲ
リ
ラ
兵
士
を
統
括
す
る
た
め
に
催
し
た
夜
間
の
秘
密
集
会

(
、
き
匂
ミ
)
で
合
唱
さ
れ
た
り
、
国
外
ゲ
リ
ラ
キ
ャ
ン
プ
で
歌
わ
れ
た
り
、

解
放
組
織
が
運
営
す
る
ラ
ジ
オ
局
の
地
下
放
送
で
流
さ
れ
る
な
ど
し
た
。

N
C

M
の
お
も
な
歌
い
手
は
、
解
放
組
織
の
合
唱
隊

(
5
m
g窓
口
の
ぎ
弓
)や
ゲ
リ

日
フ
の
教
育
指
導
員
を
し
て
い
た
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
チ
ン
ク
ス
(
の
O
B
円
注
目
。
窓
口
同
)

な
ど
の
解
放
組
織
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
あ
っ
た
。
音
楽
形
態
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
賛
美
歌
手
}
ベi

ス
に
し
た
も
の
、
南
ア
フ
リ
カ
の
苦
楽
か
ら
影
響
を
受
け
た

呼
唱
答
唱
(
コ
i

ル
・
ア
ン
ド
・
レ
ス
ポ
ン
ス
)
方
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ

た
。N

C
M

の
歌
調
に
は
、
明
白
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
(
た
と
え
ば
、
「
指
導
者
を
支
援
し
よ
う
!
/
ム
ガ
ベ
を
支
持

し
よ
う
!
/
搾
取
者
を
打
倒
し
ょ

「
解
放
闘
争
で
戦
っ
た
の
は
誰
だ
。
/

ジ
ン
パ
ブ
エ
の
国
民
だ
。
/
解
放
闘
争
は

Z
A
N
U
t
p
y

が
戦
っ
た
。
/

チ
ム
レ
ン
ガ
、

チ
ム
レ
ン
ガ
、

チ
ム
レ
ン
ガ
。

吋
彼
ら
に
権
利
は
な
い
』

(
J
q
b

可
S
Q
Q
S

否
、
)
{
ま
話
器
注
目
ゆ
∞

M
-
ロ

'
a。
)

方
、
P
C
M
は

N
C
M

と
は
巽
な
り
、
解
放
紐
識
や
ゲ
リ
ラ
活
動
と
の
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産
接
的
な
連
携
は
見
ら
れ
な
い
。
P
C
M
は
、
都
市
部
で
展
開
し
た
伝
統
的
要

素
を
採
り
入
れ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
る
。
こ
の
苦
楽
は
、
鉱
山
労
働
者
の

慰
問
活
動
を
行
っ
て
い
た
ト

i

マ
ス
・
マ
プ
フ
!
モ

(
足
。H
H
M
g玄
吾
川
口5
0
)

が
、
英
語
を
解
さ
ず
都
会
的
な
音
楽
に
も
馴
馴
染
み
の
な
い
労
働
者
た
ち
を
相
手

に
作
っ
た
も
の
で
、

エ
レ
キ
ギ
タ
!
で
土
着
の
伝
統
楽
器
「
ム
ビ
ラ
」
(
さ
な
さ
~

親
指
ピ
ア
ノ
)
の
旋
律
を
再
現
し
、
伝
統
的
歌
唱
法
を
採
り
入
れ
、
シ
ョ
ナ
諮
問

の
歌
詞
で
歌
う
と
い
う
、
当
時
と
し
て
は
実
験
的
な
音
楽
で
あ
っ
た
。
初
の

P
C
M

と
さ
れ
る
マ
プ
フ
ー
そ
の
『
象
の
牙
』
勺
ミ
ミ
之
さ
君
、
)
(
九
七

は
、
シ
ョ
ナ
の
伝
統
的
な
戦
争
歌
で
、
鉱
山
労
働
者
や
年
護
者
に
隈
ら
ず
若
年

層
の
あ
い
だ
で
も
爆
発
的
な
人
気
と
な
っ
た
p
g
m
S
沼
一

2
0
嵐
山
内
者
向
おB
Z

3
3

…
u
y
J「
豆
吋M
O
N
O
O
O一
凶
器
}
。
し
か
し
、
こ
の
歌
曲
は
ロ
ー
デ
シ
ア
政
府
か

ら
「
政
府
打
倒
を
一
煽
動
す
る
歌
」
と
さ
れ
放
送
禁
止
の
処
分
を
受
け
る

{
穴
毛
田
g
g
Z
3
3
}
。
以
後
、

マ
プ
フ
l

モ
は
新
曲
発
表
の
た
び
に
発
売
禁

止
や
身
元
拘
留
の
処
分
を
受
け
な
が
ら
も
こ
の
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
貰
き
、
ま
た

他
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
も
彼
の
考
案
し
た
音
楽
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
、
そ

の
後
に
続
い
た
。

P
C
M

の
歌
詞
に
は
、

N
C
M

と
は
対
照
的
に
、

見
し
た
と
こ
ろ
明
確
な

政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

(
た
と
え
ば
、
「
私
は
貧
し
く
な
っ
た
。
/
家
が
あ
る
と
は
、
何
て
あ
な
た
は
幸

せ
な
ん
だ
。
/
車
で
移
動
す
る
と
は
、
何
て
あ
な
た
は
拳
せ
な
ん
だ
。
都
会
に

住
む
と
は
、
何
て
あ
な
た
は
幸
せ
な
ん
だ
。
」
吋
居
留
地
の
問
題
』

(
帰
京
さ
て
た



、
h
H
3
h
N
m
て
p
n
・
)
[
穴
垣
間

g
g
ぴ
同
日
甲
司
、7
M
M
e
a
]
。
)

こ
れ
ら
の
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
う
ち
、
本
稿
が
主
一
眼
を
お
く
の

は
、
独
立
以
前
に
展
開
さ
れ
た
P
C
M

で
あ
る
。

序
-
一
一
一
一
般
的
見
解

解
放
闘
争
の
勝
利
を
た
た
え
、
独
立
を
祝
賞
す
る
ム
i

ド
の
な
か
で
、
開
チ

ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ

i

ジ
ッ
ク
の
政
治
的
貢
献
は
大
き
く
絞
り
あ
げ
ら
れ
た
。

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ソ
ン
グ

[
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
]
は
、
革
命
の
経
過
に
か
か

わ
っ
た
人
び
と
す
べ
て
に
題
い
こ
こ
ろ
ざ
し
を
抱
か
せ
る
役
割
を
果
た
し

ま
し
た
。
勇
敢
な
戦
士
た
ち
は
こ
れ
ら
の
歌
か
ら
強
烈
に
イ
ン
ス
ピ
レ

l

シ
ヨ
ン
を
受
け
ま
し
た
。
(
中
略
)

ま
た
、
歌
は
、
民
衆
の
政
治
意
識
を
向
上
さ
せ
、
戦
士
ら
を
精
神
的
に

支
援
す
る
手
立
て
に
も
な
り
ま
し
た
。
革
新
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
歌
を
通

じ
て
人
び
と
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
首
自
自
由
-
混
M
]
(
{
ぎ
認
さ
S
F
3

∞
M
]

の
ま
え
が
き
)
。

こ
れ
は
、
独
立
後
ま
も
な
く
ジ
ン
パ
ブ
エ
で
出
版
さ
れ
た
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュi

ジ
ッ
ク
の
解
説
書
に
、
ジ
ン
パ
ブ
ヱ
初
代
大
統
領
バ
ナ
ナ

(
n
g
g
皆
き
と

が
書
き
添
え
た
「
ま
え
が
き
」
で
あ
る
。
(
こ
の
解
説
書
一
の
内
容
に
つ
い
て
は

後
で
触
れ
る
0
)
こ
こ
で
は
、

N
C
M
と

P
C
M

が
同
様
に
解
放
闘
争
に
お
い

て
政
治
的
貢
献
を
果
た
し
た
と
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
問
時
期
に
、
解

放
闘
争
に
お
け
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を
盟
内
で
発

表
し
た
フ
レ
デ
リ
ク
ス
司
叫
昆3
E
0
3

∞
お
も
、
N
C
M
-
P
C
M

両
方
の

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
取
り
あ
げ
、
ラ
ジ
オ
の
地
下
放
送
で
適
に
数

時
間
の
特
集
番
組
が
組
ま
れ
て
い
た
こ
と
、

ト

i

マ
ス
・
マ
プ
フ

i

モ
が
圏
内

で
違
法
に
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ム
i

ヴ
メ
ン
ト
を
先
導
し
、
白
人
政
府
を
批
判
す
る

内
容
の
歌
を
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
司
円
注
目
長
8
3

忠
一

】
(
}
。
S
M
-
(
)
]

。

P
C
M

が
N
C
M

と
同
様
に
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た

つ
ま
り
、

と
す
る
解
釈
は
、
こ
の
名
前
が
示
す
と
お
り
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
圏
内
に
お
い
て
一

般
的
に
定
着
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
0
年
代
後
半
以
降
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
ジ
ン
パ
ブ

エ
を
代
表
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
し
て
海
外
に
向
け
て
構
報
発
信
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら

P
C
M

で
あ
り
、
そ
の

伝
統
回
婦
の
ス
タ
イ
ル
が
解
放
闘
争
に
お
け
る
「
抵
抗
」
を
表
す
も
の
と
し
て

説
明
さ
れ
、
政
治
的
性
格
が
強
調
さ
れ
た
。
と
く
に
ト
i

マ
ス
・
マ
プ
フ

i

モ

は
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
国
際
的
に
高
い
評
価

が
与
え
ら
れ
て
い
る

2
[忠
告
E
8
8

円
山
富
田
可
否
∞
プ08
8
E
当

z
x
w
{
}
一
∞
回
口
色
白
吋
}
申
唱
}
]
。

節

な
ぜ
政
治
的
な
の
か

l

先
行
研
究
の
詳
細
i

本
節
で
は
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
政
治
的
役
割
を
主
張
す
る
先

行
研
究
の
具
体
的
分
析
を
見
な
が
ら
、
そ
の
論
拠
や
見
解
を
整
理
す
る
。

前
節
で
述
べ
た
と
お
り
、

N
C
M
と

P
C
M

と
で
は
、
音
楽
の
成
り
立
ち
、

形
式
、
歌
詞
の
内
容
が
大
き
く
異
な
る
。

P
C
M
Mは
、
解
放
組
織
と
の
関
連
性
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が
希
薄
で
あ
り
、
歌
詞
の
内
容
も
藍
接
的
に
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も

の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
分
析
者
が
P
C
M

の
政
治
性
を
証
明
す
る
に
は
、

何
ら
か
の
方
策
が
必
要
と
な
る
。

以
下
で
は
、
P
C
M

の
政
治
的
役
割
を
主
張
す
る

の
研
究
を
紹
介
し
、

そ
れ
ぞ
れ
で
ど
の
よ
う
に
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
政
治
性
が
説
明
さ

れ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

レ
j

ン

レ
ー
ン

p
g
刊
呂
田
〕
は
、
過
酷
な
環
壊
で
の
活
動
を
強
い
ら
れ
る
武
力

闘
争
に
、
な
ぜ
多
く
の
ゲ
リ
ラ
兵
士
が
参
加
し
つ
づ
け
た
の
か
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
動
員
効
果
を
証
明
し
よ
う
と
し
た
。

レ
ー
ン
の
研
究
の
特
徴
は
、
実
証
的
か
つ
摺
羅
的
な
こ
と
で
あ
る
。
被
女
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
た
一
次
資
料
を
も
と
に
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
!
ジ
ツ

ク
が
果
た
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
役
割
を
主
張
す
る
。
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
と
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
一
)
入
隊
意
欲
の
促
進
。
(
一
己
士
気
の
持
続
。
(
一
一
一
)

人
び
と
の
意
識
向
上
。
(
陪
)
連
帯
意
識
の
強
化
。
こ
れ
ら
四
つ
が
、

さ
ら
に

4

一1

四
つ
の
役
割
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

レ
ー
ン
が
対
象
と
す
る
の
は
、
解
放
問
争
の
あ
い
だ
に
政
治
的
役
割
を
果
た

し
た
音
楽
全
般
で
あ
る
τ

百
彼
女
は
、

チ
ム
レ
ン
、
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
+
乞

N

C
M
、

P
C
M

に
限
ら
ず
、
解
放
闘
争
の
時
期
に
展
開
し
た
政
治
的
音
楽
の
総

称
と
捉
え
る
。
彼
女
に
よ
れ
ば
、

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
国
外
の

ゲ
リ
ラ
・
キ
ャ
ン
プ
の
ほ
か
、
暴
動
の
現
場
、
教
会
、
学
校
、
婚
礼
・
葬
礼
の

式
場
、
法
廷
内
な
ど
、
「
間
中
の
至
る
と
こ
ろ
で
歌
わ
れ
た
」

P
8
0
3
3
λ

巾w
s
M品-
N
J可e
M
W
-
M
M
a
e
M

∞
}
。
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e
-
J
w
J

、

ふ
J

ふ
/
1
L

レ
ー
ン
も

N
C
M
Mと
P
C
M
の
特
徴
の
違
い
を
認
め
て
い
る
。
M円

C
M

の
政
治
的
役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
、
彼
女
は
し
ば
し
ば
そ
の
説
明
が

P
C
M

に
は
適
用
で
き
な
い
こ
と
を
断
わ
る
。
た
と
え
ば
、

N
C
M

は
武
力
へ

の
参
加
を
直
接
的
に
訴
え
て
い
た
が
、
P
C
M
M
で
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。

N
C
M

は
、
毘
立
っ
た
活
躍
を
し
た
ゲ
リ
ラ
兵
士
や
解
放
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
英
雄
と

し
て
た
た
え
た
が
、

P
C
M

は
現
存
す
る
特
定
の
人
物
を
英
雄
と
し
て
歌
う
こ

と
は
な
か
っ
た

o
N
C
M

は
戦
争
を
公
然
と
正
当
化
し
た
が
、

P
C
M
は
し
な

か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に

P
C

討
が
N
C
M

と
は
異
な
る
特
徴
を
示
す

の
は
、
国
内
で
は
検
閲
当
局
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
内
容
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ

て
い
た
た
め
だ
っ
た
戸
田5
3
S
L

混
ゆ
M
H∞
唱
芯
叶
]
。

レ
ー
ン
は
、
ど
の
よ
う
に

P
C
M

の
政
治
的
役
割
を
主
張
す
る
の
か
。

で
は
、

彼
女
の
論
文
の
な
か
で
P
C
M

が
積
極
的
に
一
言
及
さ
れ
る
の
は
主
に
二
笛
所
で
、

そ
こ
で
示
さ
れ
る
役
割
は
、
「
闘
争
心
の
鼓
舞
」
と
「
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
付
与
」
で
あ
る
。

「
闘
争
心
の
鼓
舞
」
に
つ
い
て
、
彼
女
は
ま
ず
、
イ
ン
フ
ォ

i

マ
ン
ト
の
一
語

り
を
紹
介
す
る
。

〔Z
A
P
U

の
役
員
で
あ
っ
た
〕
ド
ゥ
ミ
ソ
・
ダ
ベ
ン
グ
ワ
(
む
さ
口
容
仲
間
。

。
同
σ
g
偶
者
問
)
は
、
彼
の
好
き
だ
っ
た
歌
が
「
自
分
を
戦
争
へ
向
か
わ
せ

た
」
(
中
略
)
、そ
の
歌
が
歌
わ
れ
る
と
、
「
さ
あ
、
戦
争
へ
行
か
な
く
て

は
。
銃
を
持
っ
て
職
務
を
果
た
さ
ね
ば
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
、
と

思
い
出
を
語
る
〔
Z
5
3
3

・

M
O
-
-



こ
の
よ
う
な
関
争
心
は
、
レ
ー
ン
に
よ
る
と
、
「
苦
し
み
の
歌
」
に
よ
っ
て
掻

き
た
て
ら
れ
た
。

〔
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
]
人
び
と
の
闘
争
心
を
掻
き
た
て
、

煽
る
や
り
方
の
一
つ
は
、

ロ
ー
デ
シ
ア
の
激
に
よ
っ
て
人
び
と
が
苦
し
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
、
彼
ら
の
怒
り
を
呼
び
超
こ
し
、
持
続
さ
せ

た
こ
と
で
あ
る
。
苦
し
み
の
歌
は
、
国
内
の
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ

i

ジ
ツ

ク
・
ム
!
ヴ
メ
ン
ト

門P
C
M

〕
に
お
い
て
と
く
に
顕
著
な
役
割
を
果
た

し
た
。
と
い
う
の
は
、
圏
内
で
は
、
臨
接
的
な
武
力
へ
の
訴
え
か
け
は
非

常
に
危
険
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
苦
し
み
の
歌
の
意
味
深
長
な
内
容
は
治

安
部
隊
の
警
戒
を
し
ば
し
ば
免
れ
た
か
ら
だ

[
U
5
3
沼
一
M
g
土
。

さ
ら
に
、
「
苦
し
み
の
歌
い
は
、
人
が
泣
い
て
い
る
の
と
同
様
の
効
果
、
す
な

わ
ち
悲
し
い
と
い
う
の
印
象
を
強
め
、
怒
り
を
増
大
さ
せ
る
と
言
う
。
彼
女
は

再
び
、
イ
ン
フ
ォ
!
マ
ン
ト
た
ち
の
諮
り
を
引
用
し
、

み
の
歌
」
の
効

力
を
説
明
す
る
。

し
か
し
、

そ
の
歌
は
同
情
だ
け
を
生
む
も
の
で
は
な
い
。
[
イ
ン
フ
ォ
!

マ
ン
ト
の
]

(
Y
A
円
-
C

出
町
田
)の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

ウ
シ
ェ

そ
の
歌
は

「
よ
り

の
怒
り
を
掻
き
た
て
た
。

そ
し
て
一
度
怒
り
が
わ
き
起
こ
る

と
、
誰
も
そ
れ
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
の
だ

[
戸
田
口
m
z
w甲
凶

M
O唱
]
。

レ
i

ン
が
示
す
P
C
M

の
も
う
一
つ
の
政
治
的
役
割
は
、
「
新
た
な
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
付
与
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
歌
詞
の
内
容
で

は
な
く
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
の
音
楽
実
践
そ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
女
は
、

P
C
M

が
成
立
し
た
臆
史
的
背
景
を
説
明
し
た
う
え
で
、

そ
の
音
楽
活
動
と
政

治
運
動
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
。

一
九
五
0
年
代
後
半
、
黒
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
活
発
化
に
と
も
な

ぃ
、
西
洋
音
楽
と
土
着
の
音
楽
を
融
合
さ
せ
た
音
楽
が
流
行
し
た
。
し
か
し
、

一
九
六
五
年
の

一
方
的
独
立
宣
一
一
一
一
口
」
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
黒
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ス
ト
へ
の
弾
圧
が
激
し
く
な
り
、
伝
統
的
要
素
を
含
む
音
楽
は
政
治
的
緊
張
の

な
か
で
鎮
圧
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ム
ハ
0
年
代
後
半
に
は
、
伝
統
志
向
の
苦
楽

は
表
退
し
、
か
わ
っ
て
外
国
音
楽
の
模
倣
、

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
が
主
流
と
な
っ

た
。
こ
の
時
期
は
「
文
化
の
渇
望
期
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

九
七
0
年
代
、

ト

l

マ
ス
・
マ
プ
フ

i

モ
を
は
じ
め
と
す
る
都
市
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
音
楽
の
解
放
を
求
め
、
一
再
び
伝
統
的
要
素
を
採
り
入
れ
た
音
楽
を

創
作
し
た
。

こ
れ
が
、

P
C
M

で
あ
る

p
g
m
3
3
L
?

怠
一
凶
∞
日
]
。

ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

〔P
C
M
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
〕
た
ち

は
、
次
の
よ
う
に
訴
え
た
。
苦
楽
も
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
社
会
に
お
け
る
そ
の

他
の
分
野
と
向
様
に
、
解
放
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
「
わ
れ
わ
れ
の
音
楽
」

を
歌
う
こ
と
は
、
「
告
分
た
ち
の
闘
が
欲
し
い
」
と
を
口
う
よ
う
人
び
と
を

励
ま
す
こ
と
で
あ
る
。
音
楽
は
人
び
と
に
自
分
た
ち
の
ル

l

ツ
を
教
え
る
、

そ
う
す
れ
ば
、
人
び
と
は
伺
の
た
め
に
戦
っ
て
い
る
か
を
理
解
す
る
だ
ろ

レ
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ぅ
。
こ
れ
ら
の
訴
え
か
け
は
、
国
内
外
の
解
放
運
動
に
お
け
る
文
化
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
強
と
重
な
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
チ
ム
レ
ン
ガ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
〔
P
C
M
M〕
に
強
大
な
力
を
与
え
た
の
だ
宇
田
口
白
石
忠
一

い
∞N
e凶
〕
。

P
C
M

は
な
ぜ
政
治
的
だ
っ
た
の
か
。
レ
ー
ン
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
次
の

よ
う
に
な
る

o
p
C
M
の
歌
詞
は
、
2
台
し

と
い
う
検
問
の
取
締
り
を
免

れ
う
る
範
開
聞
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
、
人
び
と
の
政
治
的
感
情
を

引
き
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

P
C
M

は
、
「
文
化
の
渇
望
期
い

か
ら
の
脱
出
を
試
み
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
に
よ
る
「
音
楽
の
解
放
運
動
」

で
あ
り
、
そ
れ
は
政
治
運
動
と
両
様
の
政
治
的
役
割
を
果
た
し
た
。

.畳

一
一

ボ
ン
グ
ウ
ェ
ニ

ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ

[
旬
。
口
問
毛
田
口
即
日
甲
∞

M
]
は
、
P
C
M

の
な
か
に
は
攻
撃
的
な

政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
明
瞭
に
伝
え
た
も
の
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。

彼
は
ジ
ン
パ
ブ
エ
独
立
直
後
に
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
歌
詞
を
収

集
し
、
そ
の
解
説
書
を
出
版
し
た
。
そ
の
な
か
で
彼
は
、
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュi

ジ
ッ
ク
が
い
か
に
人
び
と
を
鼓
舞
し
、
政
治
的
に
大
き
く
貢
献
し
た
か
を
論
じ

て
い
る
。
彼
が
紹
介
す
る
チ
ム
レ
ン
ガ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
は
全
部
で
五
十
一
一
一
曲

あ
り
、

曲
、
P
C
M

は

一
十
践
で
あ
る
。
P
C
M

そ
の
う
ち

N
C
M
は

は
、
(
一
)
団
結
を
呼
び
か
け
る
歌
、
(
二
)
苦
し
み
を
歌
う
歌
、
(
一
一
一
)
抵
抗

と
瑚
笑
の
歌
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
(
三
)
の
「
抵
抗
と
瑚
笑
の
歌
」
の
解

説
に
お
い
て
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

園
内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
音
楽
の
大
部
分
は
、
ロ
ー
デ
シ
ア
政
府
か
ら

226 

の
反
撃
を
避
け
る
た
め
、
意
留
的
に
暖
昧
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
支
配
権
力
に
対
し
て
堂
々
と
反
抗
を
表
し
て
い
る

も
の
も
多
く
あ
る
可
。
ロ
加
さ
S
F
S

∞
M
一
3

。

そ
の
例
の
一
っ
と
し
て
彼
は
、

ト
!
マ
ス
・
マ
プ
フ

i

モ
の
『
き
み
た
ち

E

の
子
ど
も
を
戦
争
に
送
れ
』
(
民
主
主
5
5
5
h
s
s
§

、
)
と
い
う
曲
を
挙
げ

る
。
彼
は
シ
ョ
ナ
語
の
歌
詞
を
次
の
よ
う
に
翻
訳
し
、
そ
の
内
容
を
解
説
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
子
ど
も
た
ち
を
戦
争
に
送
り
つ
寸
つ
け
る
。
/
そ
う
だ
、
き
み

た
ち
は
い
つ
か
懲
り
る
、
だ
ろ
う
。
/
わ
れ
わ
れ
は
子
ど
も
た
ち
を
戦
争
に

送
り
つ
づ
け
る
。
/
彼
ら
が
戻
っ
た
ら
、
怒
り
を
あ
ら
わ
に
す
る
だ
ろ
う
。

/
わ
れ
わ
れ
は
子
ど
も
た
ち
を
戦
争
に
送
り
、
き
み
た
ち
に
対
抗
し
つ
づ

け
る
。
[
旬
。
ロ
加
名
目
ロ
即
日
ゆ
∞

M
一
己
ゐ
。

」
の
ダ
ン
ス
・
ソ
ン
グ
で
、

ト

i

マ
ス
・
マ
プ
フ

i

モ
は
戦
場
の
場
面

を
歌
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
覚
悟
す
る
と
い
う
構
え
で
な

さ
れ
て
い
る
。
(
中
略
)
『
き
み
た
ち
の
子
ど
も
を
戦
争
に
送
れ
』
は
、
苦

し
い
解
放
闘
争
を
戦
っ
て
い
る

リ
ラ
組
織
の
〕
幹
部
た
ち
に
援
軍
を

送
り
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
の
人
び
と
を
勇
気
づ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

[
M
M
O

ロ
偶
者
四
叫
M
F
S
∞
M
一
H
u
a
]

。

以
上
の
よ
う
に
、
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
は
、
(
一
部
の
)
P
C
M

は
検
閲
や
白
人



政
府
に
よ
る
弾
圧
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
は
っ
き
り
と
し
た
政
治
的
メ
ッ
セ

i

ジ
を
歌
い
あ
げ
て
い
た
、
と
指
摘
す
る
。

. 
-

ク
ウ
ラ
ン
パ

ク
ワ
ラ
ン
パ

P
C
M

の
歌
詞
は
、
白
人
か
ら
見

[
明
円
建
陪

g
g
σ
但

3
3
]
は
、

れ
ば
不
明
瞭
で
あ
る
も
の
の
、
黒
人
に
と
っ
て
そ
の
内
容
は
明
白
だ
っ
た
、
と

考
え
る
。

彼
女
の
研
究
毘
的
は
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
力
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
彼
女
は
ト
i

マ
ス
・
マ
プ
フ
i

モ
の
音
楽
を
撤
密
に

テ
キ
ス
ト
分
析
し
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
る
彼
の
政
治
的
意
図
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

解
読
し
た
。

た
と
え
ば
、
『
居
留
地
の
問
題
』
勺
ヨ
ミ
S
E
E
m
s
E

‘
)
と
い
う
歌
曲
に

つ
い
て
、
彼
女
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

婆
さ
ん
が
死
ん
だ
っ
て
開
い
た
か
。
/
母
さ
ん
が
死
ん
だ
っ
て
聞
い
た
か
。

/
兄
さ
ん
が
死
ん
だ
っ
て
開
聞
い
た
か
。
/
父
さ
ん
が
死
ん
だ
っ
て
闇
い
た

か
。
/
も
う
関
が
降
ら
な
い
っ
て
聞
い
た
か
。
/
畑
が
な
く
な
っ
た
っ
て

聞
い
た
か
。
/
家
蓄
が
い
な
く
な
っ
た
っ
て
闇
い
た
か
。

こ
こ
で
、

ぜ
h
H
Pミ
町
、
(
仏
g
p
)

(
仏
回
目
仏
)
と
い
う
言
葉
を
舘
用
し
て
い
る
。
前
者
は

マ
プ
フ
i

モ
は
、

で
は
な
く
、

‘
てhH」
叩
む
回
、

r
A
}
〉
む

般
的
に
「
死
」
を
表
す

の
に
対
し
、
後
者
は
「
喪
失
い
や
「
欠
乏
」
な
ど
広
い
意
味
を
含
む
。マ
プ
フ
i

モ
の
一
一
一
日
葉
の
選
択
に
は
、
言
葉
の
も
つ
多
義
性
が
影
響
し
て
い
る
。
多
義
的
で

暖
昧
な
言
葉
を
使
用
す
れ
ば
、
シ
ョ
ナ
の
文
化
的
背
景
を
把
握
し
な
い
白
人
が
、

歌
詞
の
内
容
を
断
定
す
る
の
が
臨
難
に
な
る
か
ら
で
あ
る
京
者
白
話
回

M
g
3
3

…

品
一N
}
。ま

た
、
同
曲
の
歌
詞
に
は
、
疑
問
文
が
多
発
す
る
。
疑
問
文
は
直
接
的
な
聴

衆
へ
の
呼
び
か
け
と
な
る
と
向
時
に
、
断
定
的
な
答
え
を
提
示
す
る
こ
と
な
く

問
題
点
を
強
調
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
疑
問
文
が
こ
の
歌
の
よ
う

に
連
続
的
に
用
い
ら
れ
る
と
、

そ
れ
ら
は
単
な
る
問
い
か
け
か
ら
、
隠
薮
さ
れ

た
「
命
令
」
と
化
す
京5
5
8
σ
白
石
唱
吐
い
さ

0
3。

さ
ら
に
、
「
畑
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
歌
詞
は
、
ク
ワ
ラ
ン
パ
に
よ
る
と
、

一
九
一
一
一
O
年
の
土
地
配
分
法
、

九
五
一
年
の
土
地
耕
作
法
、

九
六
九
年

の
土
地
保
有
法
に
よ
り
、
黒
人
が
把
沃
な
耕
作
地
か
ら
や
せ
た
土
地
へ
と
追
い

や
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
家
畜
が
い
な
く
な
っ
た
」
と
い

う
の
は
、
入
植
者
が
黒
人
の
家
畜
を
没
収
す
る
こ
と
が
合
法
化
さ
れ
、
多
く
の

家
蓄
が
奪
わ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
黒
人
は
こ
れ
ら
二
つ
の
事
柄
を

歴
史
と
経
験
か
ら
知
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
を
解
さ
な
か
っ
た
も
の
は
い
な
い
。

マ
プ
フ
ー
そ
の
歌
詞
の
理
解
に
は
、
こ
の
よ
う
な
前
提
知
識
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ら
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
白
人
は
正
確
に
意
味
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
{
穴
宅
担
g
H
u
g
-
3
プ
ヨ
ふ
ぷ
。

陪
様
に
ク
ワ
ラ
ン
パ
は
、

マ
プ
フ
i

モ
の
音
楽
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
描

す
る
。
(
一
)
統
一
語
法
。
「
平
叙
文
」
は
、
物
事
に
関
す
る
直
接
的
な
指
示
や
命

令
を
悶
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
カ
タ
ロ
グ
化
」
は
、
観
い
文
章
を
列
挙
す

る
こ
と
で
内
容
を
よ
り
赤
裸
々
に
怯
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
二
)
象
徴
と
隠
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職
。
シ
ョ
ナ
の
伝
統
的
民
話
や
積
用
表
現
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
象
徴
や
隠
織

は
、
白
人
に
は
理
解
で
き
な
い
方
法
で
戦
争
へ
の
参
加
や
政
府
批
判
の
メ
ッ
セl

ジ
を
伝
え
て
い
る
。
(
一
一
一
)
人
称
代
名
詞
。
「
わ
れ
わ
れ
」
「
あ
な
た
た
ち
」
と

い
う
人
称
代
名
詞
の
使
用
は
、
「
黒
人
」
「
白
人
」
と
い
う
明
確
な
呼
称
を
用
い

る
こ
と
な
く
不
平
等
な
社
会
構
造
に
つ
い
て
の
言
及
を
可
能
に
す
る
。
(
四
)

一
言
語
以
外
。マ
プ
フ
i

モ
の
衣
装
は
、
典
型
的
な
霊
媒
師
の
衣
装
に
似
せ
た
も

の
で
、
解
放
闘
争
に
お
け
る
祖
先
の
導
き
を
罰
く
信
じ
る
マ
プ
フ
!
モ
の
意
思

が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
ナ
の
伝
統
苦
楽
、
ム
ど
ラ
の
旋
律
の
導
入
は
、
横

畏
地
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
打
破
を
示
唆
し
て
い
る
京
垣
間

s
s
g

戸
市
山
司
、
吐
い

h
3
e
a凶
]
。

以
上
の
ク
ワ
ラ
ン
パ
の
見
解
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

P
C
M

の

歌
詞
に
は
、
マ
プ
フ
i

モ
の
力
強
い
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
際
さ
れ
て
お
り
、

黒
人
は
そ
の
合
意
を
的
確
に
受
け
と
め
、
白
人
は
そ
の
意
味
を
理
解
で
き
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、

P
C
M

の
歌
詞
が
不
明
瞭
な
の
は
、
自
人
政
府
か
ら
の
弾

圧
を
受
け
て
控
え
め
な
内
容
に
と
ど
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
と
い

う
よ
り
も
、
白
人
に
は
理
解
不
可
能
な
方
法
で
雄
弁
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る

歌
い
手
の
意
図
的
戦
略
で
あ
る
。

な
ぜ
政
治
的
で
な
い
の
か

i

ト
ウ
リ
ノ
の
異
論
i

ト
ゥ
リ
ノ
可
口
氏
同
M
O
N
O
C
Sは、
P
C
M

を
政
治
的
に
の
み
解
釈
す
る
こ
と

を
批
判
す
る
。
彼
に
と
っ
て

P
C
M

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
運
動
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
閥
辺
で
」
発
麗
し
た

一
つ
の
商
業
音
楽
で
あ
る
[
百
江
S
M
o
g
-

お
お
。
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晴

-
A
V
4
切

J
、

ふ
/
ふJ
I
L

ト
ゥ
リ
ノ
の
見
解
は
、
P
C
M

の
政
治
的
解
釈
の
苔
定
の
う
え
に

成
り
立
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
彼
の
見
解
を
、
前
節
の
三
人
に
よ
る
政
治
的

説
明
と
対
ム
め
さ
せ
な
が
ら
篠
認
す
る
。

伝
統
志
向
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
追
求

P
C
M

に
関
す
る
レ
i

ン
と
ト
ゥ
リ
ノ
の
見
解
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
ム
ハ

0
年
代
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
流
げ
し
た
音
楽
の
時
期
と
積
類
は
一
致
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
音
楽
が
成
立
し
た
理
由
や
背
景
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い

る
。

六
0
年
代
前
半
に
伝
統
苦
楽
と
電
気
楽
器
と
を
融
合
さ
せ
た
音
楽
が
さ
か
ん

に
演
奏
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、

ト
ゥ
リ
ノ
と
レ

i

ン
は
一
致
し
て

い
る
。

ト
ゥ
リ
ノ
は
、

」
の
音
楽
を
「
伝
統
苦
楽
の
編
曲
(
怠
血
友
怠

8
0

同

広
島
m
g
o
g
M
U
g
F
E俊
民
。
口
氏
邑
8
E
5
口
問
)
」
と
呼
ぶ
。
ト
ゥ
リ
ノ
に
よ
る

と
、
「
伝
統
音
楽
の
編
曲
い
は
、
「
黒
人
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
運
動
の
萌
芽
」
と
は

無
関
係
に
成
立
し
た
。
ム
ハ0
年
代
前
半
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
に

つ
の
レ
コ
ー
ド
ム
一
品

社
が
誕
生
し
、
「
蒸
留
酒
法

の
改
正
に
と
も
な
っ
て
ナ
イ
ト
・
ク
ラ
ブ
が

次
々
と
建
設
さ
れ
、
音
楽
を
プ
ロ
の
職
業
と
し
て
成
り
立
た
せ
る
環
境
が
整
っ

た
。
同
時
に
、
こ
の
時
期
、
全
世
界
的
に
流
行
し
た
ユ

i

ス
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と

と
も
に
、
海
外
の
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
た
ち
が
ジ
ン
パ
ブ
エ
に
紹
介
さ
れ
た
。
苦
楽

活
動
を
、
通
し
て
英
雄
的
地
位
を
獲
得
し
、
莫
大
な
富
を
築
く
ロ
ッ
ク
ス
タ
!
の

活
躍
は
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
の
若
者
た
ち
が
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
こ
こ
ろ
、
ざ

す
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、

ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
た
ち
の
シ
ン
ガ
ー
ソ



ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
い
う
活
動
ス
タ
イ
ル
は
、
ジ
ン
パ
ブ
エ
の
音
楽
界
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
志
向
を
も
た
当
り
し
た
。
伝
統
苦
楽
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲
を
作
成
す
る

際
の
、
格
好
の
材
料
と
な
り
、
若
者
た
ち
は
、
伝
統
音
楽
と
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を

組
み
合
わ
せ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が
、
「
伝
統
音
楽
の
編
曲
」

で
あ
る
可
2
Z
O
M
。
。
。
一M
主

E
M
M
M
]

。

レ
ー
ン
は
、
こ
の
伝
統
志
向
の
音
楽
(
「
伝
統
音
楽
の
編
曲
い
)
は
、
政
府
か

ら
の
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
た
と
述
べ
て
い
た
官
百
し
か
し
、

ト
ゥ
リ
ノ
は
、

こ
の
音
楽
が
P
C
M

の
よ
う
に
政
治
的
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

ぅ
。
こ
の
「
伝
統
苦
楽
の
編
曲
」
は
、
六
0
年
代
半
ば
に
、
ト

i

マ
ス
・
マ
プ

フ
l

モ
2

も
さ
か
ん
に
演
奏
、
録
音
し
て
い
る
。
六
六
年
に
マ
プ
フ
l

モ
が

録
音
し
た
苦
楽
の
う
ち
、
半
数
は
「
伝
統
音
楽
の
編
曲
い
で
あ
り
、
半
数
は
ロ
ッ

ク
や
ソ
ウ
ル
な
ど
の
外
国
音
楽
で
あ
っ
た
。
マ
プ
フ
i

モ
が
歌
う
「
伝
統
音
楽

の
編
曲
」
は
、
他
の
バ
ン
ド
と
同
じ
く
、
シ
ョ
ナ
の
民
謡
か
ら
歌
詞
を
引
用
し

て
農
村
の
生
活
苦
な
ど
を
歌
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
た
と
え
ば
農

村
で
金
持
ち
が
没
落
し
た
こ
と
を
部
撤
す
る
と
い
っ
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
そ
れ
ら
が
大
げ
さ
な
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
〔
吋
口
氏
ロ
。
N
O
O
C一
以
∞
8
3
0そ
し
て
、

レ
ー
ン
と
は
対
照
的
に
、
ト
ウ

リ
ノ
は
、
多
様
な
人
種
が
参
加
す
る
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
保
守
的
な
白
人

議
員
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
自
の
敵
に
さ
れ
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る

B

可
5
5

M
O
O
O一
一M品
∞
]
。

ム
ハ0
年
代
後
半
、
伝
統
志
向
の
音
楽
(
「
伝
統
苦
楽
の
編
曲
」
)
に
つ
。
つ
い
て

ロ
ッ
ク
が
流
行
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
も
、
ト
ゥ
リ
ノ
と
レ
i

ン
の
見
解
は

一
致
す
る
。
し
か
し
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
、
こ
の
時
期
を
「
文
化
の
渇
望
期
」
の
よ

う
に
一
合
定
的
に
は
捉
え
て
は
い
な
い
。
た
し
か
に
、
こ
の
時
期
(
六
七
年
と
六

八
年
)
、
マ
プ
フ
i

そ
が
録
苦
し
た
音
楽
は
す
べ
て
ロ
ッ
ク
や
ソ
ウ
ル
、
「
ル
ン

パ
」
(
ザ
イ
!
ル
音
楽
)
な
ど
の
外
国
音
楽
だ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ
マ
プ
フ
i

モ

の
音
楽
は
か
な
り
の
人
気
を
獲
得
し
て
お
り
、
音
楽
雑
誌
に
は
「
彼
は
独
自
の

音
楽
ス
タ
イ
ル
を
展
開
さ
せ
」
、
独
特
の
響
き
を
も
っ
彼
の
声
は
、
「
後
に
続
く

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
羨
望
の
的
」
だ
と
紹
介
さ
れ
て
い
る

[
4
5ロ
C
M
8
0

一
民
認
。

そ
し
て
、

マ
プ
フ
!
モ
自
身
も
、
雑
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
対
し
、
「
目
下
の

音
楽
的
関
心
は
、
ス
タ
ン
・
ゲ
ッ
ツ
の
よ
う
な
テ
ナ
!
サ
ッ
ク
ス
を
吹
く
こ
と
」
、

「
今
は
ジ
ャ
ズ
に
夢
中
。
ポ
ッ
プ
ス
は
す
た
れ
で
も
、
ジ
ャ
ズ
の
人
気
は
あ
と

五
O
年
は
続
く
」
な
ど
と
答
え
て
い
る
可5
5
M
g
o

一
M
E
]。

七
0
年
代
、
マ
プ
フ
!
モ

E

は
再
び
新
た
な
苦
楽
ス
タ
イ
ル
を
模
索
し
始

め
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

ト
ゥ
リ
ノ
と
レ
!
ン
は
一
致
す
る
。
し
か
し
、

レ
ー
ン
が
こ
の
時
期
の
マ
プ
フ
l

モ
の
転
向
を
「
音
楽
の
解
放
運
動
」
と
捉
え

'
司
円
一J4
」
ふ
叶d
J
、

ふ
J

河
川
叱p
t

ゐ
ゾ
〈11

、

ト
ゥ
リ
ノ
は
、
そ
れ
が
政
治
的
動
機
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の

人
気
を
求
め
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
音
楽
家
と
し
て
の
プ
ロ
フ
エ
ツ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
だ
と
説
明
す
る
。
当
時
の
音
楽
雑
誌
に
は
、
ジ
ン

パ
ブ
エ
の
バ
ン
ド
音
楽
が
六

0
年
代
の
外
国
音
楽
の
コ
ピ
ー
ば
か
り
演
奏
し
て

い
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
な
い
、
と
い
う
批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
可
ロ
ユ
ロ
。

M
0
0
0一
一M
m山
市
山
〕
。

挑
戦
し
た
が
、

マ
プ
フ
l

モ
は
、
当
初
、
「
ア
フ
ロ
・
ロ
ッ
ク
い
な
る
も
の
に

レ
コ
ー
ド
の
売
れ
行
き
は
い
ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
契

約
演
奏
で
マ
ン
グ

i

ラ
鉱
山
に
訪
れ
た
と
き
、
や
み
く
も
に
録
音
し
た
レ
コ
!

ド
の
う
ち
、

一
枚
だ
け
が
爆
発
的
に
売
れ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
ギ
タ
リ
ス
ト
と

と
も
に
考
案
し
た
音
楽
で
、
親
指
ピ
ア
ノ
の
旋
律
を
精
確
に
エ
レ
キ
ギ
タ
ー
で

229 一一音楽が政治的だと諮られるとき



再
現
し
た
も
の
だ
っ
た
。

P
C
M

の
始
ま
り
で
あ
る

こ
れ
が
、

[
同
ピ
ユ
ロ

O

N
O
C
C一
一N寸
。
ム
]
。

こ
の
よ
う
に
、
六
0
年
代
か
ら
七
0
年
代
に
か
け
て
流
行
し
た
「
伝
統
の
編

曲
」
、
ロ
ツ
庁
ノ
、
P
C
M

を
、
レ
i

ン
と
ト
ゥ
リ
ノ
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
か

た
ち
で
説
明
し
て
い
る
。

レ
ー
ン
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る
政
治
運
動
と
し

た
P
C
M

を
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
商
業
音
楽
で
の
成
功
を
求
め

て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
追
求
し
た
結
果
だ
と
考
え
る
。

一
一. 
一
一

分
か
れ
る
評
価

ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
や
ク
ワ
ラ
ン
パ
は
、

マ
プ
フ
!
モ
の
歌
詞
の
内
容
は
(
黒
人

に
と
っ
て
)
明
白
だ
っ
た
と
す
る
が
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
、

マ
プ
フ
i

モ
の
歌
詞
が

不
明
瞭
だ
っ
た
た
め
、
そ
の
解
釈
が
錯
綜
し
、
ま
た
、
マ
プ
フ
!
モ
に
対
す
る

評
価
も
一
定
で
は
な
か
っ
た
と
言
う
。

ト
ゥ
リ
ノ
は
、
知
合
い
の
親
指
ピ
ア
ノ
奏
者
か
ら
、
吋
子
ど
も
た
ち
を
戦
争

に
送
れ
』
は
、
も
と
も
と
収
穫
期
や
粉
挽
き
を
す
る
と
き
に
歌
わ
れ
る
伝
統
歌

だ
と
教
わ
っ
た
。
こ
の
歌
は
、
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前
か
ら
存
在
し
、
若
い
男

た
ち
が
戦
争
に
連
れ
て
行
か
れ
、
粉
挽
き
を
手
低
う
入
手
が
足
り
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
へ
の
不
満
を
歌
っ
た
歌
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
が

述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
歌
認
に
は
歌
い
手
に
よ
る
捨
て
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
託

さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
の
は
不
適
切
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
可55
0
N
。
。
。
一

M
∞
ふ
'
∞
]
。

ま
た
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
、
た
し
か
に

P
C
M

は
戦
争
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る
が
、

誰
が
敵
で
誰
が
味
方
な
の
か
が
判
断
で
き
な
い
こ
と
が
開
題
だ
と
す
る
。

マ
プ

フ
i

そ
の
者
楽
の
解
釈
は
し
ば
し
ば
混
乱
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
組
織
か
ら
都

230 

合
よ
く
利
用
容
れ
た
5
0

「
も
し
誤
解
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
の
な
ら
、
彼
は
も
っ

と
明
白
に
歌
う
べ
き
だ
っ
た
」
と
、
ト
ゥ
リ
ノ
の
イ
ン
フ
ォ

i

マ
ン
ド
で
あ
る

元
ゲ
リ
ラ
兵
士
は
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
世
間
か
ら
の
評
価
に
比
べ
る
と
、
解

放
組
織
の
マ
プ
フ
i

モ
に
対
す
る
扱
い
は
暖
昧
で
あ
っ
た
。

一
九
八0
年
四
月

の
独
立
祝
典
に
、
ボ
ブ
・
マ
i

リ

i

の
前
鹿
と
し
て
多
く
の
地
元
ミ
ュi
ジ
シ
ャ

ン
が
招
待
さ
れ
た
が
、
マ
プ
フ
i

モ
の
槙
奏
時
刻
は
早
朝
の
、
非
常
に
目
立
た

な
い
時
間
帯
に
設
定
さ
れ
て
い
た
可
ロ
ユ
S
M
O
g

ゐ
∞
∞6
3
3
3

. 
一一

マ
ブ
フ
i

モ
の
意
図

ク
ワ
ラ
ン
パ
は
、

マ
プ
フ
!
モ
の
音
楽
に
政
治
的
意
図
を
読
み
取
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
、

マ
プ
フ
i

モ
が
そ
の
よ
う
な
政
治
的
意
図
に
よ
っ
て

音
楽
活
動
を
お
こ
な
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

ト
ゥ
リ
ノ
が
マ
プ
フ

i

モ
の
政
治
的
意
図
を
苔
定
す
る
理
由
は
、
先
に
紹
介

し
た

P
C
M

を
都
市
苦
楽
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
作
業
の
な
か
で
す
で
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
マ
プ
フ

1

そ
は
P
C
M

を
歌
う
よ
う
に
な
る
以
前
、
ま
っ

た
く
政
治
的
な
発
言
を
し
て
い
な
か
っ
た
。
「
マ
プ
フ

i

モ
自
身
の
発
一
一
活
か
ら

判
断
す
る
と
、
彼
が
土
着
の
シ
ョ
ナ
の
ス
タ
イ
ル
に
熱
中
し
た
の
は
、
彼
の
プ

ロ
と
し
て
の
抱
負
と
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
追
求
に
よ
る
も
の
で
あ
る
い
可
口
尽
き

N
O
C
C一
一N
J
V
M
]

。

加
え
て
、

ト
ゥ
リ
ノ
は
、

マ
プ
フ
i

モ
と
と
も
に
ム
ど
ラ
ギ
タ

i

音
楽
を
創

作
し
た
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ロ
マ
イ
(
守
山
町
5
5
0

自
宅
む
に
、
こ
の
音
楽
を
始
め

た
と
き
彼
ら
に
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
の
か
直
接
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
笑
い
な



が
ら
次
の
よ
う
に
否
定
さ
れ
た
と
き
口
う
。
「
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
た
こ
と
は

な
い
。
ぼ
く
ら
は
そ
れ
を
単
に
「
伝
統
音
楽
」
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
さ
」

[
吋
口
氏
口
。
M
C
O
O
-
M
J
3
}

。

た
し
か
に
、

マ
プ
フ
l

モ
は
、
と
く
に
独
立
産
後
に
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
や
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
発
言
を

し
て
い
る
。
し
か
し
、

ト
ゥ
リ
ノ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
発
言
は
、
聞
き
手

の
関
心
が
大
き
く
影
響
し
た
結
果
で
あ
る
可
弓S
M
O
g

ゐ
斗
お
。

つ
ま
り
、
ト
ゥ
リ
ノ
に
と
っ
て
喝
の
玄
と
は
、
都
市
で
お
こ
っ
た
単
な
る
娯

楽
な
の
で
あ
る
。

節

ま
と
め
と
新
た
な
視
点

以
上
、
P
C
M

は
な
ぜ
政
治
的
な
の
か
/
政
治
的
で
な
い
の
か
に
焦
点
を
当

て
、
先
行
研
究
の
内
容
を
確
認
し
た
。
レ
!
ン
、
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
、

ク
ワ
ラ
ン

パ
の
一
一
一
人
は
、
P
C
M

の
政
治
的
役
割
を
主
張
し
た
が
、
不
明
瞭
な
歌
詞
の
扱

い
に
は
各
自
の
見
解
に
相
違
が
見
ら
れ
た
。

方
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
、
P
C
M
を

都
市
音
楽
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、

P
C
M

の
政
治
性
を
否
定
し
、
商

業
者
楽
あ
る
い
は
娯
楽
的
側
面
を
強
調
し
た
。

一
つ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
を
、
政
治
的
と
見
る
か
、
娯
楽
と
見
る
か
。
こ
こ

で
各
論
の
妥
当
性
を
は
か
り
、
ど
れ
が
も
っ
と
も
正
当
で
あ
る
か
を
考
え
る
こ

と
は
あ
ま
り
生
産
的
で
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
は
次
の
よ
う
に
言
え
る
。
レ
ー

ン
、
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
、
ク
ワ
ラ
ン
パ
は
、
独
自
の
方
法
に
よ
っ
て
「
抵
抗
の
音

楽
」
と
称
さ
れ
る
音
楽
に
政
治
的
役
割
と
い
う
内
実
を
与
え
、
こ
の
音
楽
の
政

治
性
を
示
し
た
。

ト
ゥ
リ
ノ
は
、
「
抵
抗
の
音
楽
」
と
称
さ
れ
る
音
楽

一
方
、

の
娯
楽
的
側
面
を
描
き
、
こ
の
音
楽
の
一
般
的
理
解
を
椙
対
化
し
た
。

重
要
な
の
は
、
両
者
を
統
合
す
る
視
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
と
い
う
娯
楽
が
、
解
釈
、

つ
ま
り
人
び
と
の
語
り
や
メ
デ
ィ
ア
の
記
述
を

通
し
て
政
治
的
性
格
を
帯
び
て
ゆ
く
過
程
を
、
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。

お
わ
り
に

先
述
の
視
点
を
踏
ま
え
る
と
、
見
解
の
相
異
が
あ
っ
た
、
歌
調
の
内
容
、
音

楽
の
評
価
と
解
釈
、
歌
い
手
の
意
図
な
ど
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
さ
ら
な

る
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

展
望
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

歌
詞
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
や
歌
い
手
の
意
図
な
ど
に
固
執
す
る

こ
と
な
く
、
聴
き
手
が
と
ら
え
た
意
味
内
容
の
把
握
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、

P
C
M

の
流
通
や
音
楽
が
聴
か
れ
た
環
境
に
つ
い
て
も
考
厳
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

P
C
M

は
主
に
国
内
で
麗
関
さ
れ
た
た
め
、
放
送
や
流
通
、
内
容
に
厳

し
い
制
限
が
課
さ
れ
た
。
ギ
ル
ロ
イ
百
一
ぎ
日
刊
日
明
∞
斗
]
は
、
こ
の
よ
う
な
音
楽

の
「
脆
弱
さ
」
[
毛
利3
3
h
o
J
が
生
み
出
す
特
殊
な
空
間
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
ギ
ル
ロ
イ
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
黒
人
音
楽
の
流
通
シ
ス

テ
ム
は
、

レ
コ
ー
ド
に
依
存
し
非
常
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
、
人
び
と
は
、

音
楽
と
く
に
発
売
前
の
音
楽
を
聴
く
た
め
に
ど
こ
へ
で
も
集
ま
っ
た
吉
野
ミ

3
2
L
S
'
a

二
毛
利
3
3

一
M
S
]。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
の
状
況
は
、
ジ
ン
パ
ブ
エ

音楽が政治的だと諮られるとき231 



の
都
市
に
お
け
る
マ
プ
フ
l

モ
の
レ
コ

i

ド
の
流
通
事
情
と
大
き
く
重
な
る
。

彼
の
音
楽
は
ラ
ジ
オ
で
の
放
送
は
避
け
ら
れ
、
新
譜
が
発
表
さ
れ
る
と
す
ぐ
さ

ま
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
卸
さ
れ
、
販
売
経
路
が
き
わ
め
て
眼
定
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
被
の
音
楽
を
聴
く
に
は
、
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
足
を
運
ば
な
く

で
は
な
ら
な
か
っ
た
明
お
含
口
付
8
3

忠
一
日
$
〕
。

し
か
し
、

レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
形
成
さ
れ
た
特
殊
な
空
間
に
注
意
を
向
け

る
こ
と
は
、

P
C
M

の
解
釈
や
評
価
の
担
い
手
を
、

レ
コ
ー
ド
を
買
い
も
と
め

熱
心
に
そ
れ
を
聴
い
た
フ
ァ
ン
た
ち
の
み
に
特
化
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
P
C

M
の
販
売
経
路
が
隈
定
さ
れ
た
の
は
、

つ
ね
に
検
閲
の
取
締
り
と
の
攻
防
が
つ

き
も
の
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

P
C
M

を
、
黒
人
の
み
に
理
解
可

能
な
も
の
と
し
て
そ
の
評
価
や
解
釈
に
権
威
や
真
正
さ
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、

P
C
M

を
恐
れ
、
弾
圧
し
た
自
人
政
府
の
対
応
や
解
釈
も
考
祭
の
対
象
に
合
む

べ
き
で
あ
る
。
白
人
政
府
に
よ
る
干
渉
か
ら

P
C
M

が
い
か
に
田
避
で
き
た
か

を
強
調
す
る
よ
り
も
、
干
渉
と
の
関
わ
り
の
な
か
で

P
C
M

の
生
成
や
発
震
を

論
じ
る
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
。

歌
い
手
の
政
治
的
意
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
真
偽
や
妥
当
性
を
関
わ
ず
不
明

な
ま
ま
お
い
て
お
く
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
意
図
は
「
不
透
明
な
意
図
」
で
あ
り

{
中
川
呂
志
一M
3
}、
分
析
者
と
し
て
彼
の
意
閣
を
読
み
こ
ん
で
い
く
こ
と
は

事
情
に
精
通
し
て
い
て
も
正
当
化
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
、

音
楽
を
通
し
て
(
白
人
政
府
な
ど
を
含
む
)
人
び
と
が
、
歌
い
手
の
意
図
を
ど

の
よ
う
に
読
み
こ
ん
で
い
く
の
か
、
そ
の
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
ア
フ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
文
化
研
究
に
お
い
て
は
、
当
事
者
の
意

閣
や
解
釈
を
考
慮
せ
ず
に
、
分
析
者
に
よ
る
政
治
的
解
釈
が
投
影
さ
れ
る
傾
向

が
あ
っ
た
o
p
C
M

の
事
例
は
、
実
際
に
彼
ら
が
お
こ
な
う
政
治
的
解
釈
へ
の

232 

接
近
と
そ
の
理
解
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

門
注
〕

(
1
)背
景
の
執
筆
に
は
、
お
も
に
井
上
{
井
上N
G
C
-
}を
参
照
し
た
。

(
2
)
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ

{
r
a
s
ロ
-
3
∞
M
]は
、
前
者
を
「
解
放
組
織
の
合
唱
隊
に

よ
る
音
楽

(
5
0お
き
口
口
町
号

5
5
n
)」
、
後
者
を
「
「
器
内
」
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
音
楽
(
径
四
日
出
回
目
白
白
同
志
問
。
自
由

3
E

凶
器
)
」
と
呼
ん
だ
。
ム
ー
ア

{
玄D
D
円
。
-
3
ニ
は
、
ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
の
区
分
を
下
敷
き
に
し
て
、
前
者
を

「
国
外
の
歌
(
相
同
一
-
a

∞
ロ
ロ
加
問
)
い
、
後
者
を
「
関
内
の
歌
(
問
。
岡
田
問
問
。
口
問
問
)
」

と
し
て
い
る
。

(
3
)
「
チ
ム
レ
ン
ガ
」
と
い
う
言
葉
が
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
を
指
し
示
す
た
め
に
用
い
ら

れ
た
の
は
一
九
七

0
年
代
初
め
か
ら
半
、
は
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
当
初

は
解
放
組
織
の
政
治
活
動
と
し
て
用
い
ら
れ
る
音
楽
、
つ
ま
り

N
C
M

の
こ

と
を
指
し
て
い
た
。
そ
れ
が
独
立
を
果
た
す
一
九
八

O
年
こ
ろ
ま
で
に
は
、

器
内
の
エ
レ
キ
・
ギ
タ
ー
バ
ン
ド
に
よ
る
「
政
治
的
音
楽

h
p
C
M

に
も
適

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

q
Eコ
g
N
o
s
h
a
'
a
。
そ
の
後
N
C
M

は
役
伺
闘

を
終
え
て
衰
退
し
た
が
、
八

0
年
代
後
半
に
ワ
ー
ル
ド
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が

世
界
的
に
流
行
し
て
以
来
、
P
C
M

は
ジ
ン
パ
ブ
エ
を
代
表
す
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
な
ど
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ト
!
?
ス
・
マ
プ
フ
!
モ
は
国
際
的
な
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

(
4
)本
稿
で
は
、
八
0
年
代
後
半
以
降
に
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
チ
ム
レ
ン
カ
・
ミ
ュ
!

ジ
ッ
ク

(
P
C
M
)
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
独
立
達

成
後
も
存
続
し
た
P
C
M

の
、
解
欣
闘
争
期
と
は
異
な
る
性
質
に
つ
い
て
は
、

ク
ワ
ラ
ン
パ
[
穴
君
臨
門
田
口

M
g
-
3

ぷ
と
ト
ゥ
リ
ソ
/
可
ロ
円S
O
N
g
s
が
考
察
し

て
い
る
。



(
5
)
実
際
の
レ
!
ン
の
研
究
対
象
は
、
口
頭
芸
術
〈
g
円
宮
一
員
)
全
般
で
あ
り
、

音
楽
に
娘
ら
ず
詩
や
劇
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
な
か

で
最
も
比
重
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
音
楽
で
あ
る
。

(
6
)ポ
ン
グ
ウ
ェ
ニ
は
、
こ
の
歌
の
題
名
を
、
必
g
ι
〈
白
馬
。
豆
一
色
円
。
ロ
5
8
∞
注
目
伺

w

と
英
訳
す
る
が
、
ト
ゥ
リ
ノ
は
，
r
E
、
呂
田
肖
の
豆
島
司
8
8
4
〈
由
べ
q
E
S

M
O
O
D
H
M
∞
♂
、
フ
レ
デ
リ
ク
ス
は
，
t
号
。
〉
『
四
回
目
足
一
口
問
。
E
『
の
広
氏
沼
田
件
。

名
句
。
円
明
円
白
品
目
円
安
田
町
】
唱
∞
M
L
C
∞
〕
と
し
て
い
る
。

(
7
)
「
蒸
留
酒
法
(
F
5
8
『
〉
口
同
)
」
は
、
一
九
五
七
年
に
改
正
さ
れ
た
。
改
正
以

前
、
黒
人
は
、
西
洋
の
ビ
!
ル
、
溜
の
飲
む
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
ビ

ア
ホ
ー
ル
で
は
、
地
元
の
ビ
ー
ル
(
イ
ー
ス
ト
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
粉
と
砂

糖
の
混
合
物
作
る
潜
)
が
販
売
さ
れ
て
い
た
[
〈
回
目

Z
S

ぷ
・
コ
ア
M
U
M
-
a
h
。

(
8
)パ
i

リ
ナ
!
沼
田
ユ
Z
2
3
∞
吋
〕
は
、
十
九
世
紀
末
の
初
期
抵
抗
か
ら
一
九
七

0
年
代
に
至
る
ま
で
、
シ
ョ
ナ
人
の
音
楽
が
様
々
な
形
態
を
取
り
な
が
ら
も

一
貫
し
て
政
治
的
感
情
を
表
出
し
て
き
た
と
主
張
す
る
。
こ
れ
は
、
シ
ョ
ナ

人
が
従
顕
だ
と
考
え
る
白
人
の
偏
見
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て
寄
か
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
七
0
年
代
初
期
ま
で
は
シ
ョ
ナ
の
音
楽
が
白
人
へ
の

批
判
を
歌
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
一
般
の
白
人
に
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

(
9
)こ
の
と
き
マ
プ
フ
i

モ
が
所
属
し
て
い
た
バ
ン
ド
は
、
「
ス
プ
リ
ン
グ
・
フ
ィ
1

ル
ズ
〈
同
町
四
∞
唱
ユ
ロ
明
治
四
区
乙
で
あ
る
。

(
ω
)
口
ツ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
批
判
す
る
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
、
ト
ゥ
リ

/
が
挙
げ
る
の
は
、
「
多
様
な
人
種
が
参
加
す
る
行
事
で
あ
っ
た
た
め
か
、
マ

リ
フ
ァ
ナ
吸
引
な
ど
の
「
反
逆
的
」
行
為
の
た
め
」
で
あ
る
。

(
日
)
こ
の
と
き
マ
プ
フ
l

モ
が
所
属
し
て
い
た
バ
ン
ド
は
、
「
ハ
レ
ル
ヤ
・
チ
キ
ン
・

ラ
ン
・
バ
ン
ド
(
岳
町
民
田
口
氏
&
与
の
町
一
口
付
g
m
g
∞
由
民
)
」
で
あ
る
。

(
ロ
)
た
と
え
ば
、
マ
プ
フ
!
モ
は
、
黒
人
穏
健
派
政
治
家
ム
ゾ
レ
ワ
(
玄
Z
N
O
R
毛
色

の
政
治
集
会
に
参
加
し
て
ラ
イ
ブ
演
奏
在
し
た
。
ま
た
、
マ
プ
フ
1

モ
の
音

楽
が
、
白
人
政
府
軍
の
爆
弾
投
下
の
際
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
か
ら
大
音
量
で
流

さ
れ
た
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
。
マ
プ
フ
i

モ
自
身
は
、
こ
れ
ら
の

事
件
に
つ
い
て
、
政
府
に
よ
る
恐
喝
や
一
方
的
策
絡
を
批
判
し
、
釈
明
の
コ

メ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
可
『
乱
立
ぽ
白
芯
∞
M
M
霊
'
凶
]
。

(
日
)
な
お
、
ヶ
イ
マ
ー
は
近
代
的
教
育
を
受
け
た
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
伝
統
歌
簡
を

ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
[
内
8
g
B
2
3
3
h
∞
]
。
つ
ま
り
、

P
C
M

の
内
容
が
、
ク
ワ
ラ
ン
パ
の
言
う
よ
う
に
、
黒
人
で
あ
る
と
い
う
理

由
で
「
正
篠
に
、
一
定
の
」
解
釈
が
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
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When the Music Is Said to Be Political 

analysis of studies on Chimurenga music 

HAYAKAWA Ma卯

My aim in this paper is to examine several approaches to the phenomenon of Chimurenga music -

Zimbabwean music, known as “ rebel music" or “political pop" - and to suggest my own. 

Chimurenga music is commonly said to have played an important role in Zimbabwe's guerrilla 

war and Iiberation movement. The songs fall into two types: those associated with political parties 

and guerrilla forces and those composed by popular artists. Here 1 refer to the forrner as NCM 

(nationalists' chimurenga music) and to the later as PCM (popular artists' chimurenga music). NCM 

was mainly used at alトnight political gatherings and on the radio, in order to draw people to the 

struggle. Since it was perforrned abroad or secretly, the texts are marked by explicitness of their 

political contents. PCM, on the other hand, was perfoロned by home-artists like Thomas Mapfumo, 

who is now a world欄famous musician, known as the leader of Chimurenga music, and the texts 

are ambiguous and elusive. 

Most of the scholars argue that PCM, as well as NCM, played politically prominent role in 

Zimbabwean liberation struggle, although one scholar argues to the contrary. This article examines 

the arguments, put forward by both sides and points out, that labeling Chimurenga as political or 

not political does not enrich our understanding of it. What does is the analysis of the processes, 

with which it is being made political through constant political interpretations, made by black 

audience as well as its white oppressors. 
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Zimbabwe 

Chimurenga music 

popular music 

political interpretation 

Thomas Mapfumo 
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